
おこげのにおい、なつかしい

１０月１０日、昔でいうなら「体育の日」で、さすが今も晴れです。明日から３連休なせい

か、なんとなくノンビリとした時間が過ぎていきます。

家庭科室では、５年生が調理実習で「ごはん」と「みそしる」をつくりました。昔も今も教

科書には、だしを「煮干」でとることになっています。そんなご家庭、あるのでしょうか。

自分が小学生の時は、家庭科の先生が、煮干は栄養があるから食べなさいといっていました。

また、採用試験の時に小学校全科で受験するので、家庭科として、一人分煮干○ｇ、みそ○ｇ

と覚えたような記憶があります。

こちらのグループは、はや準備完了。いつでもいただきますの

態勢に入っています。１０時ごろから食べて、１２時に給食が食

べられるのでしょうか。
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またまた やっぱり 今年も



「もっと下の方からかきまわして」と、「おっ、できるな」訊いてみれば、おうちでよくお手

伝いをしているとのことでした。

おこげ、いいにおいです。でも、今どきの

子ども達にとっては、どうなのでしょうか。

おいしいですよね。

でも、煮干はちょっと苦手（嫌い）です。家

庭科の先生の教えはありますが。

校庭では１年生が鉄棒です。ブタの丸焼きに

コウモリふりふり、なんなんだろうか？

１年生もい

つのまにか、

きれいに並ん

で先生の話が

聞けるように

なりました。

でも、もう

２学期なんだから、そうなってないと困ります。


